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2面

市議会議員・市長選挙
キャッチコピー募集

4面

年金からの市・都民税の
引き落としが始まります

3面

総合健康づくりフェアー

今号の紙面から

町田市コールセンター1042・724・5656
5042・724・5600

　
文
学
館
で
、
秋
の
一
日
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

○
期
日
　
１０
月
２５
日
（
日
）

○
時
間
　
午
前
９
時
４５
分
〜
午
後

４
時

○
会
場
　
同
館

※
当
日
は
午
後
５
時
で
閉
館
し
ま

す
。
閉
館
後
は
文
学
サ
ロ
ン
も
含

め
す
べ
て
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

問
町
田
市
民
文
学
館

1
７
３
９
・
３
４
２
０

佐江衆一 氏

■所在地 原町田4-16-17

文
学
を
楽
し
も
う

文
学
を
楽
し
も
う

文
学
を
楽
し
も
う
！

　
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん

　
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん

ど
で
は
、こ
の
秋
も
企
画
展
を
は
じ

ど
で
は
、こ
の
秋
も
企
画
展
を
は
じ

め
様
々
な
催
し
で
皆
さ
ん
を
お
待

め
様
々
な
催
し
で
皆
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ち
し
て
い
ま
す
。

　
心
地
よ
い
秋
風
に
誘
わ
れ
て
文

　
心
地
よ
い
秋
風
に
誘
わ
れ
て
文

学
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

学
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん

ど
で
は
、こ
の
秋
も
企
画
展
を
は
じ

め
様
々
な
催
し
で
皆
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
心
地
よ
い
秋
風
に
誘
わ
れ
て
文

学
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

！
ビ
ジ
ョ
ン

エ
ッ
セ
イ

 
推
理
小
説
を
主
軸
と
し
な
が
ら

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
歴
史
小

説
、
随
筆
な
ど
幅
広
い
分
野
で
作

品
を
発
表
し
続
け
る
森
村
誠
一
。

 
幼
少
期
の
読
書
体
験
か
ら
、
作

家
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
た

ホ
テ
ル
マ
ン
時
代
、
様
々
な
分
野

で
活
躍
を
続
け
る
作
家
活
動
、
新

た
な
表
現
世
界
へ
の
挑
戦
ま
で
、

森
村
誠
一
文
学
の
魅
力
を
紹
介
し

ま
す
。

○
会
期
　
１０
月
１７
日
（
土
）
〜
２

０
１
０
年
１
月
１７
日
（
日
）

○
観
覧
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
（
入
室
は
午
後
４
時
３０
分
ま

で
）

○
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
第
２

木
曜
日
（
た
だ
し
１１
月
２３
日
、
１

月
１１
日
は
開
館
）
、
年
末
年
始

○
観
覧
料 

一
般
４
０
０
円
、
大
学

生
・
６５
歳
以
上
２
０
０
円
、
高
校

生
以
下
無
料

　
会
場
は
同
館
２
階
大
会
議
室

【
①
森
村
誠
一
が
描
く
「
人
間
の

森
」
―
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
か
ら

４０
年
の
軌
跡
】

○
日
時
　
１１
月
２２
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

○
講
師
　
文
芸
評
論
家
・
成
田
守

正
氏

○
定
員
　
１
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

【
②
小
説
の
志
】

○
日
時
　
１２
月
６
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

○
講
師
　
作
家
・
森
村
誠
一
氏

○
定
員
　
１
０
０
人
（
抽
選
）

【
③
森
村
誠
一
『
新
選
組
』
を
読

む
・
歩
く
】

○
日
時
・
内
容
　
１１

月

１７

日

（
火
）
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
＝

森
村
誠
一
『
新
選
組
』
を
読
む

（
会
場
は
同
館
３
階
第
６
会
議

室
）
、
１２
月
１
日
（
火
）
午
後
１

時
〜
４
時
＝
新
選
組
ゆ
か
り
の
小

野
路
を
歩
く
（
小
田
急
線
鶴
川
駅

北
口
改
札
前
集
合
）
　

○
費
用
　
８
２
０
円

○
定
員
　
３０
人
（
抽
選
）

【
学
芸
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
直
接
同
館
２
階
展
示
室
へ
。

○
日
時
　
１０
月
１７
日
（
土
）
午
前

１１
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
、

第
２
・
４
火
曜
日
午
後
２
時
〜

３
時

　
大
正
時
代
の
文
学
運
動
や

当
時
の
歌
人
た
ち
の
表
現
を

と
お
し
て
大
正
短
歌
史
を
学

び
ま
す
。

○
日
時　
１１
月
１３
日（
金
）
、

１２
月
１１
日
（
金
）
午
後
２
時

３０
分
〜
４
時
３０
分

○
会
場
　
同
館
２
階
大
会
議

室○
講
師
　
歌
人
・
三
枝
　
之

氏○
定
員
　
５０
人
（
抽
選
）

短歌史講座

町
田
文
学
散
歩

相
原
周
辺

　
町
田
の
詩
人
、
八
木
重
吉
と
中

村
雨
紅
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
ま

す
。
『
秋
の
瞳
』
に
詠
ま
れ
た
自

然
、
「
夕
や
け
小
焼
け
」
に
う
た

わ
れ
た
情
景
を
一
緒
に
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
八
木
重
吉
記
念
館
の

館
内
見
学
も
し
ま
す
。

○
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

○
日
時
　
１１
月
４
日
（
水
）
午
後

０
時
５０
分
〜
４
時
３０
分
（
小
雨
実

施
）

○
予
定
コ
ー
ス
　
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相

原
駅
２
階
改
札
口
（
集
合
）
〜
行

昌
寺
〜
ゆ
う
や
け
橋
〜
八
木
重
吉

詩
碑
〜
八
木
重
吉
記
念
館
〜
相
原

駅
（
解
散
）

○
定
員
　
２０
人
（
抽
選
）

※
交
通
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。 町

田
文
学
散
歩

相
原
周
辺

町
田
市
民
文
学
館
・
文
学
館
通
り
を
考
え
る
会
共
催

町
田
市
民
文
学
館
・
文
学
館
通
り
を
考
え
る
会
共
催

第
３
回
文
学
館
ま
つ
り

第
３
回
文
学
館
ま
つ
り

町
田
市
民
文
学
館
・
文
学
館
通
り
を
考
え
る
会
共
催

第
３
回
文
学
館
ま
つ
り

ま
ち
だ
市
民
大
学

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
公
開
講
座

公
開
講
座
〈
人
間
関
係
学
〉

〈
人
間
関
係
学
〉

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
公
開
講
座
〈
人
間
関
係
学
〉

　
老
親
介
護
の
日
々
を
著
し
た
小

説
「
黄
落
」
の
著
者
が
、
文
化
の

日
に
自
ら
の
作
品
を
紹
介
し
な
が

ら
文
学
鑑
賞
の
楽
し
み
方
を
語
り

ま
す
。

○
対
象
　
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方

○
日
時
　
１１

月

３

日

（
祝
）
午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場
　
町
田
市
民
文
学

館
２
階
大
会
議
室

○
講
師
　
作
家
・
佐
江
衆

一
氏

○
定
員
　
３０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み
　
電
話
で
ま
ち
だ
市

民
大
学
事
務
局
（
1
７
２
９
・
１

１
９
５
）
へ
。

6
面
の
公
民
館
講
座
「
童
話
を
書
い
て
み
よ
う
」
も
ご
覧
下
さ
い
。

面
の
公
民
館
講
座
「
童
話
を
書
い
て
み
よ
う
」
も
ご
覧
下
さ
い
。

6
面
の
公
民
館
講
座
「
童
話
を
書
い
て
み
よ
う
」
も
ご
覧
下
さ
い
。

「文学館の催し」申し込み方法

①森村誠一が描く「人間の森」
―江戸川乱歩賞受賞から４０年
の軌跡

往復ハガキに催し物名・
住所・氏名・電話番号
を明記し、町田市民文
学館（〒194‐0013、
原町田4-16-17、1739・
3420）へ。

10月11日正午から電話
で町田市コールセンタ
ー（1724・5656）へ。

②小説の 志

③森村誠一『新選組』を読む・
歩く
潺短歌史講座「近代短歌の水脈」

潸町田文学散歩・相原周辺

ビジョン

催し物名 申し込み方法

■第３回文学館まつりの催し内容

○喫茶・休憩コーナー　
　＊軽食・喫茶（有料）＊お団子販売（有料）＊煎茶サービス
○ふろしき古本市（市民による古本フリーマーケット）
　図書館の再利用本（無償配布）
○特別企画展「森村誠一展-拡大する文学」（有料）
○文学館通りを考える会パネル展
○町田市文化施設図録販売
○笠着連句
○伝統文化子ども教室生け花展

○落語二人会
○語り（五十葉舎・語りの会）
○絵手紙教室（絵手紙作家・黒
川誠子氏）
○子ども対象：三味線ワークショ
ップ（日本の音・翠の会）

○自作絵本の原画展と朗読会
（画家・矢部恵美子氏）
○子ども対象：リズムであそ
ぼ!

○大人対象：三味線ワークシ
ョップ（日本の音・翠の会）

午前の内容 午後の内容

締切日

※詳細は文学館、図書館、市民センター等で配布しているプログラムを
ご覧いただくか、直接お問い合わせ下さい。
※文学館まつりは午後4時終了、展示室は午後5時終了、午後５時閉館です。

すいすい

近代短歌の水脈

近代歌人が
　目指したもの

－大正篇－

定員に達し次第
締 め 切 り ま す

11月13日まで（必着）

10月25日まで（必着）

10月30日まで（必着）

10月24日まで（必着）

町
田
市
民
文
学
館
共
催

オープニングは町田第二小学校和太鼓クラブによる和太鼓演奏です。

〈
関
連
講
演
会
〉

〈
関
連
講
座
〉


